
何
く
そ
と
酷
暑
に
耐
え
て
来
た
け
れ
ど

　加
令
に
勝
て
ず
遂
に
エ
ア
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　湯
　河
　山
田
　司
郎

東
洋
の
慈
悲
の
心
を
理
念
と
し

　合
理
と
情
も
合
せ
持
つ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
石
見
　浅
川
　三
郎

ま
つ
ぼ
り
で
次
の
生
方
大
喜
楽

　思
う
存
分
気
ま
ま
に
過
ご
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
石
見
　浅
川
　三
郎

咲
き
誇
る
路
傍
に
波
打
つ
草
花
を

　皆
で
愛
で
つ
つ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　上
石
見
　福
田
　輝
之

久
し
振
り
墓
の
草
取
り
真
夏
日
に

　滴
る
汗
や
泉
下
に
詫
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　上
石
見
　福
田
　輝
之

な
つ
か
し
や
何
十
年
ぶ
り
の
従
姉
妹
会

　皆
そ
れ
ぞ
れ
に
白
髪
に
シ
ワ
に

　
　
　
　
　
　
　下
石
見
　佐
伯
み
す
ず
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自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
の
会
編
集
室
選

絡
み
付
く
草
に
酒
癖
悪
い
と
難
を
言
い

　
　
　
　

  

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

久
し
ぶ
り
友
と
語
ら
い
皆
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　

  

宝
　谷
　長
尾
　智
恵

零
れ
種
こ
こ
で
咲
か
そ
う
コ
ス
モ
ス
の
花

　
　
　

  

茶
　屋
　小
林
　道
子

止
め
よ
う
か
と
植
え
た
夏
野
菜
白
黄
紫
の
花
が
咲
く

　生
　山
　渡
辺
　圭
子

あ
の
時
い
っ
ぱ
い
話
せ
て
良
か
っ
た
別
れ
は
突
然
に

　茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

短

　
　歌

俳

　
　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

皇
紀
と
は
暗
い
道
な
り
敗
戦
忌

　
　
　
　
　
　萩
　原
　岡
本
　健
三

晩
鐘
の
余
韻
や
崩
る
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　宮
　内
　木
村
萬
佐
子

卆
寿
ま
だ
現
役
な
り
薯
を
掘
る

　
　
　
　
　
　宮
　内
　田
邊
登
志
美

炎
天
か
ボ
タ
ン
草
木
の
真
っ
盛
り

　
　
　
　
　宮
　内
　舩
越
　裕
子

短
冊
に
願
い
を
託
し
星
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　矢
　戸
　和
田
　淑
子

香
魚
つ
る
三
元
の
香
り
空
を
飛
び

　
　
　
　
　菅
　沢
　秦
　節

防
人
の
訃
報
と
ど
く
や
皐
月
あ
め

　
　
　
　
　下
石
見
　矢
田
貝
　元

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝

え
る
手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条

例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル

で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的

な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
　６
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
研
修
室

【
問
合
せ
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

※「手話表現には、色々な表現方法があります。」

９
月
の
日
程

広
報
文
芸

広
報
に
ち
な
ん
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
投
稿
の
あ
っ
た
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

個
人
で
の
投
稿
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
送
付
く
だ
さ
い
。

人差し指で右頬
に軽く触れて小
指を曲げた右手
を高く上げ２回
上下に動かす

親指を曲げた右
手を左の手のひ
らにのせて上に
上げる（老人へ
の敬意を表す）

人差し指で右頬に
軽く触れて親指を
曲げた右手を高く
あげ２回上下に動
かす

右手の親指を曲
げて外側から内
側へ移動させる
（おじいさん･非
血縁）※おばあ
さんは小指を曲
げる

「
敬
老
」

「
お
ば
あ
さ
ん
」

「
お
じ
い
さ
ん
」

「
老
人
」

（
身
内
）

（
身
内
）

※頬に触れるのは肉親を表す
　高く上げるのは目上の人を表す


